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2025年問題 

１．高齢者人口が約 3,500万人に達する 
  ・高齢化率が高い 

⇒超高齢社会 

５．都道府県別高齢者人口の見通し 
  ・都市部の高齢化が顕著 
  ・「住まい」の問題等、従来と異なる 

４．死亡者数の増加  
   ・約 160 万人に達する  

３．高齢者の世帯が約 1,840 万世帯 
  ・独居/高齢夫婦世帯の増加 

２．認知症高齢者数が約 320 万人 
  ・20年で倍以上になる 



 地域医療連携システム  地域の医療機関同士で医療情報を共有するシステム 

在宅の現場で医療と介護
に関わる多職種において
連携(融合)するシステム 
 

地域包括ケアシステムの
構築において行政、福祉、
患者/家族、ボランティア、
NPOなどとも連携して、 

コミュニケーション情報や
生活情報を共有する 
  

⇒多職種連携システム 

医療介護連携システム 



多職種連携システムの分類と特徴 

特徴
・医療介護以外の分野でも用いられているサービス
・連携実績は十分なものが多い
・医療介護用ではないので情報の取り扱いに注意が必要

主要
サービス

・サイボウズLive
・LINE
・大手メーカーのソリューションなど

特徴
・医療介護システムから派生もしくは一体型で提供される
・特定のシステム(電子カルテなど)と連動性は良い
・他社システムとの連携は困難な場合が多い

主要
サービス

・カナミッククラウドサービス「TRITRUS」
・在宅医療地域連携クラウドサービス「TeamKarte」
・往診先生「在宅チームケアSaaS」
・医療介護生活支援一体型システム「ぱるな」など

特徴
・医療介護における連携専用サービス
・単体で提供され、比較的安価で一部は無料
・一般的に電子カルテなど他のシステムと連動性はないが、一部で可能

主要
サービス

・地域医療連携支援システム「EIR(エイル)」
・在宅医療・介護「連楽ノート」
・医療介護専用SNS「メディカルケアステーション」など

汎用系
サービス

 医療/介護系
サービス

専用系
サービス

栃木県における医介連携ネットワークの条件 

月刊新医療No.477（2014年9月） 栃木県医師会理事 長島公之先生のご厚意による 

多職種連携システムとして医療介護専用SNS 
「Medical Care Station」を用いて、豊島区に 
おける多職種連携を開始 





MCS、いつでもどこでも 

・訪問診療先でiPadを使う 
 
・出先の病院でスマートフォン 
 から確認 
 
・自院診察室のPCで診察の 
 合間に 



「地域包括ケアシステム構築へ向けた取組事例」、地域包括ケアシステムの実現へ向けて：厚生労働省 

多職種の「顔の見える連携」による 
在宅医療の仕組みづくり 
 

 ①在宅医療連携推進会議 
 ②在宅医療コーディネーター研修 
 ③在宅医療地域資源マップ 
 ④在宅医療相談窓口 



豊島区および豊島区医師会の取り組み 

①在宅医療連携推進会議 
 

②在宅医療コーディネーター研修 
 

③在宅医療地域資源マップ 
 

④在宅医療相談窓口 
 

⑤在宅難病患者訪問診療事業 
 

⑥在宅医等相互支援体制構築事業 
 

⑦在支診/病院グループの作成 
 

⑧勇美記念財団による助成事業 
 

⑨医歯薬三師会のMCS利用契約 
 

⑩在宅推進講習会、PC講習会 

MCSの利用 



実際の画面構成 

 自院情報共有 

 
 連携グループ 
 

 
 メーリングリスト 
 

 
 患者一覧 

患者タイムライン 

ホーム画面 



     事例１：難病・多職種連携  



     事例２：難病・多職種連携・患者参加  



     事例３：他科医師連携  



実際に使ってみて  

・難病患者訪問診療支援事業では、３ヶ月に１度のカンファレンスで  
 関連職種の情報共有を行い、必要に応じて電話対応としていたが 
 情報のタイムラグや説明の不一致などがあった。 
 →情報が統一しスピーディになったことで、家族の不安が減少。 
 
・「医療者」「患者」のタブを使い分けることによって、扱う情報を区別 
 →医療者と患者の距離が短くなり、患者を支える医療連携が充実。 
 
・他科の専門医との連携・情報共有が容易 
 →在宅であっても専門的な医療を提供しやすい状況が構築できる。 



資源データーベース 

データーベースと 
MCSの連動を検討 



豊島区医師会版 資源データーベース拡張アプリ 

・既存の資源データーベースに 
 含まれる項目の追加記載が可能 
・検索などに用いることが可能 



調整中 

確定済 

待機中 

確定した病院担当者を患者タイムラインに自動で招待 

患者タイムライン 病院グループタイムライン 

病診・診診連携のさまざまな場面で利用可能 

勇美記念財団 在宅医療助成事業により作成 

豊島区医師会版 入院リクエストアプリ 



豊島区医師会版 カンファレンスサポートアプリ 
(サマリー作成支援) 



MCSを利活用した 
取り組みの広まり 

豊島区および豊島区医師会の取り組み 

①在宅医療連携推進会議 
 

②在宅医療コーディネーター研修 
 

③在宅医療地域資源マップ 
 

④在宅医療相談窓口 
 

⑤在宅難病患者訪問診療事業 
 

⑥在宅医等相互支援体制構築事業 
 

⑦在支診/病院グループの作成 
 

⑧勇美記念財団による助成事業 
 

⑨医歯薬三師会のMCS利用契約 
 

⑩在宅推進講習会、PC講習会 

MCS講習会 

データーベース 

連携ハブ 

MCSの利用 

ICT部会 

アプリ開発 
・リクエストアプリ 
・カンファサポート 
・データーベース拡張 



介護系施設 豊島区医師会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
豊島区歯科医師会 

 
 
 

豊島区薬剤師会 
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豊島区における今後の取り組み(私見) 

小地区の 
医介連携 

連携を広める 
行政、地域・商店街などに広める 
隣接地域に範囲を広める 

ICT活用 
講習会 

使い方を広める 
区職員、住民 
医介連携希望者・施設(新規～応用) 

活動を広める 

学会・研究会 
区の広報活動 
メディア(としまケーブルテレビなど) 

システムを広げる 
既存システムとの連動 
アプリ開発 
高齢者見守りシステム 

アプリ 
開発 

学会発表 
メディア 

メディカルケアステーションを用いた 
 地域包括ケアシステムの構築を目指す 


